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　平成24年度に文部科
学省大学間連携共同教
育推進事業「〈考え、表

現し、発信する力〉を培うライティング／キャリア支
援」が採択された。この取り組みは、関西大学と津
田塾大学で展開するライティングセンターの支援体
制整備を中心に、多彩な連携事業を展開している。
　これまでの期間、大学院生のTAによる個別相
談や、ライティング能力を総合的に向上させる企
画を開催してきた。
　昼休みの時間帯に開講しているレポートの書き
方を解説する「ワンポイント講座」では、「なぜレ
ポートを書かなくてはならないのか？」といったテー

マから始まり、書くうえでの留意点やここでしか聞
けない文章力向上のテクニックなど、細かなアドバ
イスを受けることができる。
　参加者は採択初年度の約6倍（出張ワンポイン
ト講座を含む）になり、関心を持った学生が増えた
ことは、取り組み担当者として非常に喜ばしいこと
である。それと同時に、本講座の開講を知らない
学生が未だ多数存在するという現状を知り、新た
な課題も見えてきた。
　「関心」という点では、他大学からの視察やメ
ディア取材が増えた点が挙げられる。視察者から
は、「今の学生は、整備・充実した施設を自由に活
用できて羨ましい」という声が聞こえてくる。

 限られた学生生活のなか、卒業してから「利用
（参加）すれば良かった」と後悔しないよう、施設を
十分に活用し、新たな企画にはぜひとも自発的な
姿勢で参加してほしいと願う。
　今年の4月からは、千里山キャンパス第1学舎1
号館5階、高槻キャンパスC棟1階に加え、総合図
書館内でも個別相談を受けられるようになる。
　このコラムを読んだ学生の中で、一人でも多くの
方が、自らの意思で「考動」し、ライティング関連の
企画に参加してくれたらと希望を膨らませている。
取り組みを成功させるためには、我々運営側スタッ
フの力だけではなく、学生諸君の積極的な姿勢が
鍵を握っている。　　　　　　　　　　　　（将）
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　2014年12月12日・13日の両日に亘り、熊本学園
大学にて関西大学教育推進部の三浦真琴教授・
山本敏幸教授・田上正範研究員ならびにLA

（ラーニング・アシスタント）の学生が「熊本学園大
学リーガルエコノミクス学科秋季講座：交渉学～社
会人と学生の交渉型ワークショップ」に参加しまし
た。
　このワークショップは、社会人と共に交渉学なら
びにクリティカルシンキングをいくつかのケースに基
づいて模擬的に体験することによって「考動力」を
形成することを目的とした取り組みです。参加した
両大学の学生と社会人（総計約50名）は複数の
グループに分かれ、提示された課題に関するダイ
アローグやディスカッションを経た上で意思決定と
そのプレゼンテーションをそれぞれのグループにて
実施しました。関西大学のLAは、プログラムの進

行ならびにファシリテーションを担当し、あるいはコ
ンテクストの解釈や可視化のモデル・プレゼンテー
ションを提示し、交渉学ワークショップにおいて学
生のリーダーとして発揮すべきスキルを学び、ある
いはそれを提供するミッションを遂行しました。
　このワークショップに参加した社会人からは、

「学生さんが真剣に取り組む姿に好感を持ちまし
た」「こんなに意識の高い大学生がいるのに驚き
ました」「授業の内容を可視化するスキルを身に
つけたいと感じました」などの好評価（高評価）を
頂きました。
　交渉学ワークショップは既に関西大学を会場と
して過去に三度開催していますが、今回はフラン
チャイズを離れての初めての経験となりました。ア
ウェイであっても、LAの学生たちは、その持てる力
を存分に発揮することができるという、嬉しく、意味

のある発見と確認がなされた
研修でした。
　なお、このワークショップは毎日新聞に掲載され
ました（以下参照）。

（教育推進部 三浦真琴）

　大学の教育力を伸ばすため、文部科学省の
肝煎りで今年度から始まった補助制度「大学教
育再生加速プログラム（ＡＰ）」。社会人に必要
な能力を育成する主体的な学習方法「アクティブ・
ラーニング」や学習効果の「見える化」に採択
件数の８割超が集まっており、大学改革の一つ
の方向性を示している。大学の講義を変える新
たな学びのスタイルとはどのようなものか－－。

◇グループで解決策探る――関西大
　「親に納得してもらって、みんなで行くにはどう
すればいいのか」。昨年 12 月 13 日、熊本市に
ある熊本学園大の教室で、同大と関西大（大
阪府吹田市）の学生が壇上で寸劇を披露した。
　大学４年生６人が卒業旅行を企画する内容
で、行きたい場所や予算、期間、親の反対といっ
た状況を整理して、解決策を探る。関西大４年、
山本綾香さん（22）が、父親役の三浦真琴・
同大教授（教育開発支援センター）から日程を

理由に旅行を反対され「お父さんの分からず屋」
と反発する場面では、教室がどっと沸いた。
　この日は、学生と社会人合わせて４０人以上が
混成チームを作り、４時間半かけていくつかのテー
マについて解決策を話し合った。寸劇で取り上
げた卒業旅行の計画をめぐる話し合いもテーマの
一つ。山本さんらＬＡ（学習支援者）を務める関
西大生４人と熊本学園大の学生４人が中心となっ
て企画、進行も担当した。
　関西大は、課題をグループで解決するＰＢＬ（課
題解決型学習）や学生参画型の授業を取り入れ、
生涯を通じて創造的に活躍できる人材育成を掲げ
てＡＰに採択された。三浦教授が担当で、主体と
なって活動するのは、ＬＡを務める学生たちだ。
　山本さんのように、国際学会を含め他大学で
の「他流試合」でＬＡを務める学生は１０人に上る。
関西大は２１日、千里山キャンパスでフォーラム「２
１世紀を生き抜く考動人を育成するために」を開
催。ＡＰでの成果などを報告する予定だ。問い合

わせは同大教育開発支援センター（０６・６３６８・
０２３０）。

交渉学ワークショップの開催

文科省補助制度、教育再生加速プログラム 主体的学び引き出す
毎日新聞大学支援センター監修
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学びをデザインするということ
　もう15年以上も前のことになるが、関西
大学から在外研究の機会を与えていただ
き、アメリカのピッツバーグにあるカーネ
ギーメロン大学に１年間滞在した。その期
間 に 指 導 を 受 け た サ イ モ ン 先 生

（Simon,H.A.）は、ノーベル経済学賞を
受賞した認知心理学者であり、経済学者
であり、コンピュータ科学者でもあった。

“How many Simons?"（サイモンはいっ
たい何人いるの？）という論文が出るほど、
さまざまな領域での第一人者であった。そ
のなかでも、「デザイン学」の領域での第
一人者であることはあまり知られていない。
　サイモン先生に言わせれば、現在の状
態をより好ましいものに変えようとすること
はすべてデザイン活動だ、ということにな
る。すなわち、今の状態をよりいい状態
に変えていくという問題解決の本質は、実
はデザインをすることなのだ、ということ
になる。これを、問題解決の心理学の用
語で表現すれば、なんとかしなければな
らない初期状態（現在の「問題」　状態）

を、好ましいと思われる目標状態に変換
すること、そのためにとることのできるさ
まざまな手段・操作を駆使し、とっては
いけない手はぐっと我慢しながら、最終
的には目標状態に到達し、それで「解決」
したこととなる。ここでいう「状態」は、
心理・社会的状態（心・気持ちの状態）
であったり、物理的環境（物の世界の状
態）であったりする。いずれにせよ、そ
の変化が「満足」化された時、それを一
定の解決、とみなす。
　こうして、問題解決の視点からは、満
足化されればそのサイクルは終了したこと
となるが、実際のわれわれの生活ではそう
ではない。一定の満足は、時間や環境の
変化に伴ってすぐに不満にみちた問題状況
になる。そう考えると、日常生活でのわれ
われの、よりよい状態への変化を目指した
活動は、こうした、１つのサイクルで完結
する問題解決、と捉えるより、もっと長期
に渡る変化への志向を示すデザイン活動、
と考えるほうがより妥当である。

　学習は、与えられた一定の課題を解決
すれば完結するが、学びは自らの内に湧
き出した問題状態を解決状態に変えてい
く、絶え間ない主体的な活動である。学
びをデザインする、とは、そうしたアクティ
ブな学びを支援する人的・物的・社会的
諸環境を整備することである。大学の重
要な使命の一部は実はそこにあるのだ、
ということが最近になってやっと気づか
れ、カリキュラム改革やコモンズの空間の
整備等が本気でなされるようになってき
た。20年来の主張が現実化されていく、
いい流れである。
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日時：2014年12月12・13日　場所：熊本学園大学

寸劇で卒業旅行について相談する学生ら＝関西大提供


